
2025年５月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)
2025年４月10日

上 場 会 社 名 株式会社ドーン 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 2303 URL https://www.dawn-corp.co.jp

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 宮崎正伸

問合せ先責任者 (役職名) 取締役兼管理部長 (氏名) 岩田潤 (TEL)078-222-9700

配当支払開始予定日 ―

決算補足説明資料作成の有無 ：無

決算説明会開催の有無 ：無

(百万円未満切捨て)

１．2025年５月期第３四半期の業績（2024年６月１日～2025年２月28日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年５月期第３四半期 1,053 9.2 354 7.2 361 5.3 255 5.0

2024年５月期第３四半期 964 △2.0 330 1.4 343 3.7 243 5.0

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年５月期第３四半期 83.14 －

2024年５月期第３四半期 78.17 －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年５月期第３四半期 2,818 2,633 93.5

2024年５月期 2,815 2,480 88.1
(参考) 自己資本 2025年５月期第３四半期 2,633百万円 2024年５月期 2,480百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年５月期 － 0.00 － 20.00 20.00

2025年５月期 － 0.00 －
2025年５月期(予想) 24.00 24.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：有

３．2025年５月期の業績予想（2024年６月１日～2025年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,580 5.3 560 5.1 568 3.8 395 1.8 128.63
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記 (３)四半期財務諸表に関する注記事項（四半
期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年５月期３Ｑ 3,300,000株 2024年５月期 3,300,000株

② 期末自己株式数 2025年５月期３Ｑ 245,706株 2024年５月期 229,068株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年５月期３Ｑ 3,073,231株 2024年５月期３Ｑ 3,112,585株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績予測等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通
しであり、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により上記予想数値と異なる場
合があります。
なお、上記の予想の前提条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．
経営成績等の概況 (３)業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期累計期間(2024年６月１日から2025年２月28日まで)におけるわが国経済は、所得・雇用環境が改善

される中、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が期待されているものの、欧米における金利政策による海外景

気の下振れや、中東・ウクライナ情勢及び物価の上昇が国内景気に及ぼすリスクが見られる等、先行きが不透明な

状況が続いております。

当社の属する情報サービス産業界においては、官公庁・民間企業におけるAI・RPA等を活用したIT投資・DX関連投

資は増加傾向にあり、当社の事業領域である公共システムの分野、とりわけ防災や市民の安全にかかわる社会課題

を解決するテクノロジーの分野においても、課題解決に貢献する付加価値の高いサービスへの期待は依然として高

い状況が続いております。

このような環境において、当社は、2022年度中期経営計画の最重点施策である「Gov-tech市場の深耕」を推進す

る一方で、「社会課題解決サービスの創出」や「M＆A・事業提携によるシナジー創出」に取り組むとともに、これ

らの達成を支える人材基盤の強化に注力しております。

具体的な取組みとしては、「Live119（映像通報システム）」について導入拡大を進めるとともに、「Live-X（映

像通話システム)」に関して民間企業からの受注拡大に取り組んでいるほか、地方自治体の業務等に関連する適時の

情報伝達を支援する「Mailio（メッセージ配信サービス）」の導入拡大、ならびに自治体や警察が防災・防犯情報

を配信するスマートフォンアプリ、災害対策本部での情報収集を支援する「DMaCS（災害情報共有サービス）」等、

各種システムの積極的な提案に注力いたしました。直近では、2025年３月24日よりマイナンバーカードと運転免許

証が一体化した「マイナ免許証」の制度が開始されるにあたり、当社が開発した、マイナ免許証のカード内のICチ

ップに記録された自らの特定免許情報を読み取ることができる「マイナ免許証読み取りアプリ」を提供開始いたし

ました。

また、株式会社tiwakiとの資本業務提携につきまして、防犯事業を中心に、各社の強みを活かしたシナジーの創

出に向け、関係各所との調整、および実証実験に取り組んでおります。官公庁における特性上、業績への反映には

時間を要しますが、引き続き社会課題の解決に向け、各社一丸となって取り組んでまいります。

以上の結果、売上高については、ストック型収入であるクラウド利用料の順調な増加に加え、クラウド初期構築

の完成にかかる売上等による増加要因があった一方で、ライセンス販売・商品売上に関して受注時期の変動に伴う

季節的な変動による減少要因があったため、1,053,434千円（前年同期比9.2％増）となりました。

品目別の売上高は次のとおりであります。

品目

当第３四半期累計期間
（自 2024年６月１日
至 2025年２月28日）

金額（千円） 前年同期比（％）

クラウド利用料 608,149 107.4

クラウド初期構築 151,467 161.6

SI（初期・保守） 230,282 106.2

その他（ライセンス販売・商品売上） 63,536 72.2

合計 1,053,434 109.2

（注）当第３四半期累計期間の期首より、品目の内訳を変更しております。前年同期比については、

前年同期の数値を変更後の項目に組み替えて比較しております。
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また、売上高に占めるストック収入の四半期推移は次のとおりであります。

（ストック収入 四半期推移）

（注）当第３四半期会計期間より、ストック収入（クラウド利用料、その他保守）の集計範囲を変更

しております。四半期推移については、変更後の数値に組み替えて表示しております。

利益については、人件費、経費項目に関して一部増加があったものの、売上高の堅調な推移により、営業利益は

354,697千円（前年同四半期比7.2％増）、経常利益は361,388千円（前年同四半期比5.3％増）、四半期純利益は

255,519千円（前年同四半期比5.0％増）となりました。

なお、当社事業は顧客（大手企業や官公庁等）の決算期が集中する３月末にかけて売上計上される案件が多いた

め、第３又は第４四半期会計期間に売上高が偏重する傾向（業績の季節的変動）があります。

また、当社は情報サービス事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第３四半期会計期間末における総資産は、2,818,059千円となり、前事業年度末と比較して2,548千円の増加と

なりました。これは主に、売掛金が175,229千円、仕掛品が21,693千円、貯蔵品が5,972千円、流動資産のその他が

34,165千円、投資有価証券が97,400千円、関係会社株式が74,272千円、関係会社社債が161,126千円それぞれ増加し

た一方で、現金及び預金が570,665千円減少したことによるものであります。

負債は、184,324千円となり、前事業年度末と比較して150,620千円の減少となりました。これは主に、賞与引当

金が30,671千円増加した一方で、買掛金が25,198千円、未払法人税等が72,436千円、未払消費税等が10,798千円、

流動負債のその他が60,189千円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は、2,633,735千円となり、前事業年度末と比較して153,168千円の増加となりました。これは主に、四半

期純利益の計上により利益剰余金が255,519千円、譲渡制限付株式の付与により資本剰余金が7,116千円それぞれ増

加した一方で、配当金の支払いにより利益剰余金が61,418千円減少し、自己株式の取得等により自己株式が46,187

千円増加したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年５月期の業績予想につきましては、現時点において2024年７月11日に公表いたしました数値から変更はあ

りません。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年５月31日)

当第３四半期会計期間
(2025年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,923,985 1,353,320

売掛金 154,456 329,685

仕掛品 36,149 57,842

貯蔵品 4,151 10,124

その他 39,012 73,177

流動資産合計 2,157,754 1,824,150

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 12,099 11,345

工具、器具及び備品（純額） 9,032 6,978

有形固定資産合計 21,131 18,323

無形固定資産

ソフトウエア 3,214 2,508

無形固定資産合計 3,214 2,508

投資その他の資産

投資有価証券 548,501 645,901

関係会社株式 ― 74,272

関係会社社債 ― 161,126

その他 84,908 91,776

投資その他の資産合計 633,409 973,076

固定資産合計 657,755 993,909

資産合計 2,815,510 2,818,059
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年５月31日)

当第３四半期会計期間
(2025年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 41,095 15,897

未払法人税等 101,755 29,318

未払消費税等 25,903 15,105

賞与引当金 ― 30,671

その他 114,780 54,591

流動負債合計 283,535 145,584

固定負債

長期未払金 11,590 11,590

その他 39,818 27,149

固定負債合計 51,408 38,739

負債合計 334,944 184,324

純資産の部

株主資本

資本金 363,950 363,950

資本剰余金 410,372 417,488

利益剰余金 2,005,255 2,199,356

自己株式 △298,336 △344,524

株主資本合計 2,481,241 2,636,270

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △675 △2,535

評価・換算差額等合計 △675 △2,535

純資産合計 2,480,566 2,633,735

負債純資産合計 2,815,510 2,818,059
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2023年６月１日
至 2024年２月29日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

売上高 964,710 1,053,434

売上原価 300,742 338,101

売上総利益 663,967 715,332

販売費及び一般管理費 333,084 360,635

営業利益 330,883 354,697

営業外収益

受取利息 26 951

有価証券利息 4,438 5,612

移転補償金 7,178 ―

その他 2,516 127

営業外収益合計 14,159 6,691

営業外費用

固定資産除却損 1,699 ―

営業外費用合計 1,699 ―

経常利益 343,343 361,388

税引前四半期純利益 343,343 361,388

法人税等 100,021 105,869

四半期純利益 243,322 255,519
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（自己株式の取得）

前第３四半期累計期間（自 2023年６月１日 至 2024年２月29日）

当社は、2023年９月13日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として自己株式9,200株の処分を行っ

ております。また、2024年１月11日開催の取締役会決議に基づき、自己株式30,400株の取得を行っております。こ

れらの結果、当第３四半期累計期間において、自己株式が51,845千円増加し、当第３四半期会計期間末において自

己株式が260,703千円となっております。

当第３四半期累計期間（自 2024年６月１日 至 2025年２月28日）

当社は、2024年９月13日開催の取締役会決議に基づき、譲渡制限付株式報酬として自己株式10,000株の処分を行

っております。また、2025年１月９日開催の取締役会決議に基づき、自己株式26,600株の取得を行っております。

これらの結果、当第３四半期累計期間において、自己株式が46,187千円増加し、当第３四半期会計期間末において

自己株式が344,524千円となっております。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（四半期損益計算書に関する注記）

売上高の季節的変動

前第３四半期累計期間（自 2023年６月１日 至 2024年２月29日）及び当第３四半期累計期間（自 2024年６月

１日 至 2025年２月28日）

当社事業は、顧客の決算期が集中する３月末にかけて売上計上される案件が多いため、第３又は第４四半期会計

期間に売上高が偏重する傾向があることから、各四半期の業績に季節的変動があります。

（持分法損益等）

当社が有している関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性が乏しい関連会社であるため、記載を

省略しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社は情報サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2023年６月１日
至 2024年２月29日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

減価償却費 3,346千円 3,863千円


